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（八千代市立大和田南小学校） 

 本校は平成３０年に八千代市内で初めて「ユネスコスクール※」に認定されました。今では市内

の加盟校は８校（R7.10月末現在）となっています。市全体でユネスコの理念のもとＥＳＤの推進

を行いながら、子どもたちが生きるこの先の未来の創造を目指しています。 
※ユネスコの理念を学校現場で実践するために昭和28年に発足した、国際的なネットワーク。加盟校同士が活発に交流し、地球規模の諸問題に 

若者が対処できるような新しい教育内容や手法の開発、発展が目指されている。 

 

 

 

 

 【本校の取組】 

 

 

 

① まずは、自分の周りの人に感謝し、大切に思うこと 

 

 

The School that Sows Seeds of Peace 
目指すは「平和の種をまく学校」 

①感謝の輪を広げる「新しい教師の日」 

 
 

②一人一人が自らの考えで「SDGｓチャレンジ」 

 
 

③イマージョン教育から「国際（多様性）理解」 

 
 

 

１０月５日は「教師の日」として、児童が教師に感謝をする日

とされていますが、本校ではそれを進化させ、自分たちを支えて

くれる人たちに感謝する日としました。子ども自身が日常を振り

返り、ありがとうを伝えたいと思える環境を校内に広めました。 

もちろん「子どもたちから多くのことを教わっている」教師 

自身も、児童に感謝する日でもあります。 

 

夏休みの課題として各自が SDGｓについて調べたことを 

まとめ、異学年に伝え合う「SDGs 課題発表会」を行いました。

じっくりと時間をかけることで、広く世の中について考える 

機会となっています。異学年でグループが編成されていることも 

刺激になっているようです。 

毎年２回、市内で活躍する ALT（外国語指導助手）が本校

に集結し、「イマージョンイベント」を行っています。ALT それぞ

れの母国の文化を感じることのできる、子どもたちお待ちかね

のイベントです。 

各 ALT が英語での説明のあと、ダンス・伝統遊び・工作を

行いました。「日本とは違う、でもこれも楽しい！」が溢れた時間

を過ごすことができます。 

 

「平和の種」は私たちの心の中にあります。ユネスコスクールは、その種を育て、未来へ 
羽ばたかせる場所です。 
今年、市内の加盟校同士の連携を目的に発足した「ユネスコスクール連携協議会」において、 

これまでの本校の取組を積極的に共有しています。そして、八千代市から世界へと平和の連鎖を 
生み出す夢を担い、これからも教育活動を充実させていきます。がんばれ、大南の子どもたち！！ 


